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』干

森

の

甲
州
市
成
人
式

８

圖

立

ち

を

回

報

１
月
１０
日
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
で
甲
州

市
成
人
式
を
開
催
し
、
色
彩
豊
か
な
振
袖
や

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
３
８
６
名

の
新
成
人
者
が
、
希
望
や
夢
を
胸
に
新
た
な

る
門
出
の
式
典
に
集
い
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
が
祝
福
す
る
な
か
、
田
辺
市

長
は
「
若
さ
日
の

。想
い
”
や

。決
意
”
を
し
つ

か
り
心
に
刻
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

く
だ
さ
い
。」
と
熱
い
エ
ー
ル
を
新
成
人
者
へ

送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
者
を
代
表
し
て
実
行
委
員

長
の
鶴
田
桂
樹
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の
責

任
を
持
ち
、
若
者
ら
し
く
日
々
を
大
切
に
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
」
と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆
さ

ん
へ
、
力
強
く
決
意
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

新
成
人
者
は
再
会
し
た
友
人
と
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
、
未
来
へ

の
大
き
な
希
望
と
、

新
た
な
る
明
日
に
向
か
つ
て
歩
み
始
め
ま
し

た
。
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産
学

金
官

で
組

織

地
域

創

生
検
討

会

議

本
年
度
末
ま
で
に
策
定
い
た
し

ま
す
「
甲
州
市
人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
甲
州
市
総
合
戦
略
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
様
々
な
分
野
、
年

齢
の
方
々
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺

い
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
る
た
め
、
産
業
界
、
学
校

関
係
者
、
金
融
機
関
、
労
働
関
係

等
の
代
表
で
組
織
す
る
「
甲
州
市

地
域
創
生
検
討
会
議
」
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
施
策
ご
と
の
数
値
目

標
、
重
要
業
績
評
価
指
標
等
の
検

討
を
い
た
だ
き
策
定
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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行

政

需

要

の

対

応

強

化
　

行

政

組

織

の

再

編

総
合
戦
略
の
推
進
体
制
の
整
備
、

空

き

家

対

策

特

別

措

置

法

の

施

行

等

な

ど

に

よ

る

多

様

化

す

る

行

政

需

要

へ

の

対

応

強

化

を

図

る

た

め

、

市

民

課

の

人

口

対

策

室

を

移

管

し

、

政

策

秘

書

課

へ

「
地

域

創

生

推

進

室

」

を

設

置

。

ま

た

、

介

護

支

援

課

の

高

齢

者

支

援

担

当

を

「
高

齢

者
支

援

担

当

」
と
「
介

護

予

防

担

当

」

に

改

編

し

高

齢

者

支

援

の

体

制

強

化

を

そ

れ

ぞ

れ

図

り

た

い

と

考

え

て

お
り

ま
す

。

{_

じ
ま
し
た
総
合
健
診
は
、
保
健
環

境
委
員
会
と
協
働
実
施
し
て
お
り

ま
す
健
康
診
断
希
望
調
査
の
定
着

化
よ
り
、
総
受
診
者
数
が
過
去
最

高
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
の
向
上
が
更
に
図
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
の
個
人
負
担
分
に
係
る
助
成
事

業
が
、
昨
年
１１
月
か
ら
、
県
下

一

斉
に
窓
口
無
料
化
方
式
か
ら
自
動

還
付
方
式
に
移
行
し
て
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
医
療
費

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
対

象
と
な
る
重
度
心
身
障
害
児
の
医

療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
か

ら
窓
口
無
料
化
と
す
る
た
め
今
議

会
に
条
例
の
改
正
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。



甲 州 、 山 梨 、 笛 吹 と 山 梨 県 が 連 携 協 力

鋏 東 地 域 ワ イ ン リ ゾ ー ト 構 想

甲州、山梨、笛吹市の峡東３市と山梨県が中心となり１月５日、

「県産ワイン」と「宿泊」を一体化した滞在型観光地を目指す

「峡東地域ワインリゾート推進協議会（会長 田辺篤市長）」を

発足しました。

この協議会は、「峡東地域ワインリゾート構想」を促進する母

体で、温泉旅館などに泊まりながらワインの産地を巡り、地

域の歴史や食、自然を楽しんでもらう滞在型観光地を目指す

ものです。

山梨県防災新館で開かれた協議会の設立総会には、峡東３市

の市長をはじめ、山梨県や峡東地域のワイン団体や宿泊施設

の組合、世界的に有名なソムリエ、田崎真也さんらがアドバ

イザーとして参加。

2019 年度までにワイン関連のイベント企画や施設整備な

どを進め、今年度から５年間で、峡東地域の観光客の消費額

を現状の６７９ｲ意円から

ア８０億円（１５％増）

ま で 増 や す 目 標 を 掲 げ て　 な ご=。一万“

います。

同推進協議会の会長
として議事を進行す
る田辺市長。

１

果

樹

産

地

の

振

興

皿
　

農

産

物

の

販

路

拡

大

へ

こ
ろ
柿
の
被
害
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
１１
月
に
入
り
天
気
が

安
定
し
な
い
日
が
続
き
、
干
し
た

柿
に
か
び
が
生
え
た
り
落
下
し
た

り
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

１１
月
2
5日
に
私
自
身
現
状
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
切
実
な
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
県
、
Ｊ
Ａ
等
と
協
議
し
支

援
策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議

会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
９

月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
掛
け
て

２
回
マ
レ
ー
シ
ア
で
商
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
も
シ
ヤ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
ヘ
の
関
心
は
高

く
、
来
年
の
輸
出
に
向
け
具
体
的

な
商
談
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
大

き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定

で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
自
治
体
が
連
携
し
て
文
化
資
源

の
保
護
、
発
展
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
地
方
創
生

や
観
光
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１０
月
２２
日
に
は
、
甲
州
市
世
界

農
業

遺
産
市
民
会

議
を
設
置
し
、

同
月
2
7日
に
は
、
後
藤
知
事
の
ご

出
席
を
い
た
だ
く
中
で
、
「
峡
東
地

域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
峡
東
３
市
と
県
の
連
携

を
強
化
し
、
平
成
2
8年
４
月
ま
で

の
申
請
書
提
出
に
向
け
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

農

業

の

基

盤

整

備

皿
市

民

生

活

の

環

境

整

備

へ

市
で
は
、
農
業
の
基
盤
強
化
と

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
進
め
る

だ

め
、
地
域
の
要
望
に
即
し
た
基

盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
、
地
域
か
ら
の
要
望
が
強

く
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

勝
沼
町
山
地
区
、
県
道
休
息
勝
沼

線
の
ク
ラ
ン
ク
に
係
る
代
替
策
と

し
て
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
に
よ
り
、
農
道
１２
号
と
し
て
来

年
３
月
の
完
成
を
目
途
に
工
事
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
近
年
河
川
内
に
立
ち
木

等
が
乱
立
し
防
災
及
び

環
境
面
に

お
い
て
は
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

山
梨
県
が
管
理
し
て
お
り
ま
す
市

内
を
流
れ
る
堆
積
の
多
い
一
級
河

川
を
重
点
的
に
、
浚
渫
（
し

ゅ
ん
　
　
う

せ
つ

）
・
伐
採
を
県
に
強
く
要
望
し
　
　

ゅ

た
と
こ
ろ
年
次
計
画
で
順
次
行
な
　
　
し

つ
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
　
　
ご

し

た

。
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轡 囁 拳 巻 魯 療 巻 ⑩ 學 看 ⑩ 拳 参 看 巻 乖 離 ⑩ 拳 尊 命 拳 春 香

：　
ウォーキングサポーターとは？

參

參

参

參

ウォーキングの基本的な知識と技術を身につけ、ウォーキングの良さ

を地域に普及するサポーターです。

●主な活動　年２・３回フ ォローアップ講座に参加、健康ウォーフ

IN 甲州（コース毎の先導役）に参加、健康増進課主催

のウォーキング教室に参加、地域のウォーキンブイベン

トのサポートなどを行います。

/`゛へ 、

゛へ]::
、

二

水

帝

奪

号

令

番

傘

継 継 母 藤 餌 轡 春 斎 藤 魯 雄 參 帝 巻 巻 巻 巻 巻 毎 毎 継 聯 繋 母

≒I^

二

八t

言 じ ）

ウォーキングサポーター

大島　富士子さん（竹森）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
健

康
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｎ
甲
州
、
塩

寿
荘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
に
協

力
、
楽
し
く
歩
く
こ
と
を

基
本
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

。
わ
き
あ
い
あ
い
”
と
歩
い

て
い
ま
す
。

寒
い
日
も
コ
タ
ツ
に
入
ら

ず
、
ま
ず
は
外
へ
…
。
歩
く

と
体
が
暖
ま
り
、
歩
い
て
始

め
て
気
付
く
風
景
（
お
宝
）

も
発
見
で
き
、
多
く
の
人
と

の
出
会
い
で
心
も
温
か
く
な

り
、
風
邪
も
ひ
か
ず
、
エ
コ

で
健
康
－
・－
。

市
民
の
皆
様
も
車
に
頼
ら

ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
笑

顔
で
挨
拶
し
、
健
康
で
元
気

な
甲
州
市
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。

‘` 七り瑞（ 心 Ｓポ ザヴ

ｊ卜 ．　
７１　　　　 ．１'･'

．・

･･･． ．`Ｊ　　 ．‘．ｊ　　　　 ・
Ｉ'`ご　　；t　　　

f〃 ＝゙ ..　　　;:

亀
翻

二
万

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ト
が

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
甲
州
市

ＫＯＳＨＵ　ＮＥＷＳ

芦`゛
Ｗ　　　　

Ｗ

……

ら し
ゅ う

先 人 か ら 伝 承 さ れ る 心

市 内 各 地 で 小 正 月 行 事

市内には、先人から伝わる伝統文化が数多くあり

ます。「どんどんやっせ」や「きっかんじ」など小

正月行事が開催され、本年の無病息災、商売繁盛、

家内安全などを祈願しました。

※左　：藤木道祖神祭太鼓乗り

※右下：一之瀬高橋の春駒

※左下：田野十二神楽

言 哨涙声1･



か つ ぬ ま 朝 市 ま ち 案 内 処 開 設

フ ッ ト パ ス ・ ガ イ ド ツ ア
ーl

● ●●●･ ● ●● ●●¶ ●● ●● ●吻●φ ● ●●● ●● 噛● ●●● 偏･ ●● ●●● 瑞●

☆ 日　 時
２

月
７

日 （ 日 ）　　　　　

午 前10 時 ～

■コース

■定　員

・ 参加料

◆問合先

勝沼町勝沼地内

２０名（当日参加可能）

３００円

勝沼フットパスの会

容３９ － 8915

※勝沼フットパスHP 力ヽら申込み可能

勝沼氏館跡、小佐手小路

泉勝院を巡るフットパス

☆日　時 ３ 月５ 日 比）

午前９時～
■コース

■定　員

・ 参加料

◆間合先

勝沼町勝沼地内

ＢＯ名（当日参加可能）

５００円

甲州市観光ボランティアガイドの

会音０９０ － 8891　 － 3915

勝 沼 の 歴 史 的 風 致 散 策

･ ● ●● 槍●･ ●● ●● 慟●丿 ●● ●● ●･4 ●S ●● ●●● ●● ●●● ●● ●●

☆ 日　 時
２

月
２ ０

日 （ 土 ）

午 前 ９ 時
～

■コース

■集　合

■参加料

◆問合先

立正寺・万福寺周辺

甲州市役所 勝沼支所

無料

教育委員会文化財課
ａＢ２ － 5076

かつぬま朝市まち案内処開設

フットパス・ガイドツアー
● ● φ Ｓ ●

☆日　時 ３ 月６ 日（日）

午前10 時～
■コース
・ 定　員

・ 参加料

◆問合先

勝沼町勝沼地内

２０名（当日参加可能）

３００円

勝沼フットパスの会

ａ ３９ － 8915

※勝沼フットパスHP 力ヽら申込み可能

第 ３ 回　 基 礎 か ら 学 ぶ

ウ ォ
ー
キ ン グ 教 室

い丿 ● ●●● ●● ●●● ●● 會●●● ●● ●●s ●● ●●● ●●● ●● ●●● ●●丿 ● ●● ●

☆ 日　 時

３
月
５

日 （ 土 ）

午 後 １ 時 １ ５ 分
～
３ 時 ３ ０ 分

■ コ
ー
ス　 勝 沼 コ

ー
ス

（ ２ ｋ
・
４ ｋ 力 ヽ ら 選 択 ）

・ 集　 合　 勝 沼 市 民 会 館

■ 内　 容　 正 し い 歩 き 方
、
疲 れ を　

残 さ な い ス ト レ ッ チ 等

■ 定　 員　 ５ ０ 名

・ 対　 象　 甲 州 市 民 の 方

※ 事 前 に お 申 し 込 み く だ さ い
。

※ 足 腰 に 痛 み の な い 方
、

治 療 中 の　

方 は 主 治 医 に 相 談 し て 参 加 し て　

＜ だ さ い
。

■ 持 ち 物　 歩 き や す い 服 装
、

靴

、

リ ュ ッ ク
、

カ ッ パ

、

飲　

み 物
、
タ オ ル な ど

◆ 間 合 先　 健 康 増 進 課

ａ ３ ２ 
－ 5014

昔懐かし正月遊びを体験

新春かるた大会

－

‐

甲州市生涯学習市民協議会（飯島武志会長）は１月５日、

甘草屋敷で新春かるた大会を開催しました。参加した

皆さんは、市の歴史文化・自然・産業などをテーマに

した「甲州市ふるさとかるた」を使って、ふるさと甲

州市を学びながら、かるたを楽しみました。また、餅

つきや竹馬、こ ま回し、羽根つきなど昔懐かしい正月

遊びを体験しました。

第44 回
初詣ウォークIN エンザン
甲州市体育協会塩山南支部（古屋勝利支部長）は、１

月３日、新春恒例の初詣ウォークIN エンザンを開催し

ました。

市内外から約３００名の皆さんが参加し、塩山南小学

校をスタートし、於曽公園やJR 塩山駅などのチェック

ポイントを通る４キロコースを散策しました。

地元クイズやお茶が飲めるコーナーもあり、正月休み

に地域に親しむイベントとして毎年開催しています。

j）
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日下部警察署TEL
22 - 01 10

気軽に相談、民事介入暴力

暴力団は、対立に伴う暴力事件を起こしたり、

薬物密売、不当要求等の様々な資金獲得行為を

巧妙に行ったり、県民の生活や社会経済の発展

に大きな脅威となっています。

民事介入暴力とは、暴力団やその周辺人物が暴

力団組織の威力を背景に、強引な手法・方法で

金品等を要求する行為です。

暴力団を壊滅するためには、警察の取締りなど

にあわせて、県民一人ひとりが暴力団排除の意

識を高め、社会全体で対決姿勢を持つことが必

要です。

万が一このような暴力団などからの民事介入暴

力に遭遇した場合には、勇気を持って対応する

とともに、日下部警察署、最寄りの交番・駐在

所に相談してください。

皆様からの勇気ある通報が、暴力のない明る＜

住み良い地域づくりの原動力になります。

| スリップ事故の防止|
冬季は、積雪や凍結などによるスリップ事故が多

発します。積雪のない場所でも、橋の上や日陰で

は、雪解け水や霜による凍結から大変危険な状態

になっている箇所もあります。

スタッドレスタイヤを着装するなど、防滑措置を

講じ、タイヤ転の性能を過信することな＜ ‥

○急発進、急ハンドル、急ブレーキなど「急」が

つく危険な運転はしない。

○十分に減速し、車間距離をとる。

○道路標識や情報板に注意し、交通規制を守る。

などによりスリップ交通事故を防止しましよう。

l…………　 よ?|

。

……,i…………………

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

温かな善意 ありがとうございました

○社会福祉事業へ
内田　敬三さん（牛奥）

○甲州市社会福祉協議会へ
望月　弘人さん（休息）
故　川崎潔さん（上岩崎）
坂本　浩二さん（下塩後）

道の駅甲斐大和
電気自動車 急速充電器

市では、クリーンエネルギー政策の一環として、

電気自動車の普及を目指し、道の駅甲斐大和に電

気自動車用急速充電器を設置しました。

市民の皆さんはもとより、市外在住の方や観光で

お越しの方にも広くご利用いただけます。

・ 設置場所　 道の駅　 甲斐大和

■ 供用開始　 ２月 １日 （月）～

◆お問い合 わせ先

環境政策 課　 環境政策担当

ａ ３２ － ２１ １１（内２４３）

ｊ, ９ ３ ｿ人゙] ］= ４::20ﾚ 人ﾄﾉ ∧ﾉ::

↓２ ４ ５ 庸 帯
…
…4･･,

÷112: 世 匍 …

…:ニ::
万:
万･
．

不 動 産 無 料 相 談

■日　時　２ 月１８ 日（木）午後1 時～３時

■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）

ａ Ｂ３ － 2901

◆申し込み・お問い合わせ先

（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室

ａ ０５５ － ２４３ － 4304

山梨厚生病院　入口１４０号沿いすぐ！

大和薬局万力店
二j （

ご　　　　　　　　
謳 昌 ふO- ，

。
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讐
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山 梨 厚 生 病 院 処 方 せ ん 受 付

お薬を早＜お渡しできるよう努力いたします！

どこの医療機関の処方せんも受付しております！

有
料
広
告

平成28 年２
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ｲ叫 声司 政ヲ　。
｢ わが家のスター｣７は､元気なあ子さんの写真を募集しマいます。

ご両親のコメントを添えマ広報担当ま７･あ申し込みください。

や　　　　　卜　　　　　療　　　　　一　　　　　心

よしだ たくと
吉 田 匠杜くん（4ヶ月）

いいぞ！その笑顔！お父さんも、
お母さんも、おじいちゃんも、お
ばあちゃんも大喜びしてますよ！

父・将也さん、母・詠見加さん

(下於曽)

やなきさわ　あらた柳 津　 新くん（4ヶ月）

我が家の癒し係の新クン！いつも笑

顔で家族を和ませてくれます！スク

スク元気に育ってね！

父・祐介さん、母・美代さん

(上井尻)
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